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二
年
(
-
九
―
―
―
-
）

4
月
二
日
、
宮
城
県
仙
台
市
光
禅
寺
7
2
通
番
地
に
生
ま
れ
る
。

大
正
一
五
年
(
-
九
二
六
）
1
3
歳

3
月
東
京
府
北
多
摩
郡
神
代
村
深
大
寺
小
学
校
卒
業
。

4
月
東
京
府
立
第
六
中
学
校
（
現
新
宿
高
校
）
に
入
学
。

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

18
歳

3
月
右
中
学
校
卒
業
。

4
月
第
一
高
等
学
校
文
科
甲
類
に
入
学
。

昭
和
九
年
(
-
九
三
四
）

21
歳

3
月
右
高
等
学
校
を
卒
業
。

4
月
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
文
学
科
に
入
学
。

昭
和
―
二
年
（
一
九
三
七
）

24
歳

3
月
右
大
学
を
卒
業
。

4
月
東
京
都
私
立
東
調
布
高
等
女
学
校
に
就
職
。

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）

25
歳

9
月
東
京
都
私
立
京
華
中
学
校
に
転
ず
。

昭
和
一
四
年
(
-
九
一
二
九
）

26
歳

12
月
臨
時
召
集
に
よ
り
東
京
第
二
陸
軍
病
院
に
応
召
。
翌
一
五
年

六
月
衛
生
一
等
兵
。
同
―
二
月
衛
生
上
等
兵
。
翌
一
六
年
一

大
正

猪

野

謙

二
月
衛
生
兵
長
と
な
る
。

昭
和
一
七
年
(
-
九
四
二
）

29
歳

12
月
衛
生
伍
長
と
な
り
、
召
集
解
除
。

昭
和
一
八
年
（
一
九
四
一
―
-
）

30
歳

7
月
臨
時
召
集
に
よ
り
東
京
第
二
陸
軍
病
院
に
再
度
応
召
。
翌
年

衛
生
軍
曹
と
な
る
。

昭
和
二

0
年
（
一
九
四
五
）

32
歳

9
月
敗
戦
に
よ
り
召
集
解
除
。

昭
和
ニ
―
年
（
一
九
四
六
）

33
歳

5
月
法
政
大
学
高
等
師
範
部
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る
。

昭
和
二
四
年
(
-
九
四
九
）

36
歳

3
月
財
団
法
人
京
華
学
園
理
事
（
昭
和
一
七
年
以
降
）
を
退
任
。

昭
和
二
五
年
（
一
九
五
0

)

3

7

歳

7
月
法
政
大
学
文
学
部
講
師
を
委
嘱
さ
れ
る
。

昭
和
二
六
年
(
-
九
五
―
)
3
8
歳

3
月
法
政
大
学
高
等
師
範
部
廃
止
と
共
に
講
師
の
委
嘱
を
解
か
る
。

昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）

41
歳

3
月
京
華
学
園
並
び
に
法
政
大
学
文
学
部
講
師
を
解
任
。

神
戸
大
学
助
教
授
（
文
学
部
）
に
就
任
。

4
月

教

授

年

譜
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昭
和
一
二
三
年
(
-
九
五
八
）

45
歳

8
月
神
戸
大
学
教
授
（
文
学
部
）
に
昇
任
。

昭
和
三
四
年
(
-
九
五
九
）

46
歳

1
月
神
戸
大
学
文
学
部
教
務
委
員
に
併
任
さ
れ
る
。

昭
和
三
五
年
(
-
九
六
0

)

4

7

歳

1
月
右
委
員
に
再
任
さ
れ
る
。

昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）

49
歳

4
月
神
戸
大
学
評
議
員
に
併
任
さ
れ
る
。

昭
和
四

0
年
(
-
九
六
五
）

52歳

4
月
神
戸
大
学
評
議
員
に
併
任
さ
れ
る
。

6
月
神
戸
大
学
文
学
部
長
に
併
任
さ
れ
る
。

昭
和
四
二
年
(
-
九
六
七
）

54
歳

6
月
神
戸
大
学
文
学
部
長
に
再
任
さ
れ
る
。

昭
和
四
三
年
(
-
九
六
八
）
5
5
歳

4
月
神
戸
大
学
文
学
部
長
の
併
任
を
解
除
さ
れ
る
。

神
戸
大
学
評
議
員
に
併
任
さ
れ
る
。

神
戸
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
同
年
度
設
置
）
の
担
当
を

命
ぜ
ら
る
。

昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
5
6
歳

8
月
神
戸
大
学
評
議
員
を
辞
任
す
る
。

昭
和
五

0
年
（
一
九
七
五
）
6
2
歳

3
月
神
戸
大
学
を
辞
職
す
る
。

学
習
院
大
学
（
文
学
部
）
教
授
と
な
る
。

4
月

所
属
学
会
並
び
に
協
会
。
（
現
在
）

日
本
近
代
文
学
会
（
理
事
）

日
本
文
学
協
会
（
委
員
）

新
日
本
文
学
会

日
本
文
芸
家
協
会
そ
の
他

右
以
外
の
学
際
的
な
活
動
経
験

日
本
学
術
会
議
選
挙
管
理
会
委
員

哲
学
史
学
文
学
学
会
連
合
評
議
員

日
本
学
術
会
議
会
員
（
第
一

0
期）

そ
の
他

学
習
院
大
学
に
就
職
後
、
大
正
大
学
文
学
部
に
非
常
勤
講
師
と
し
て

出
講
。

昭
和
五
一
年
(
-
九
七
六
）

63
歳

神
戸
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
与
え
ら
れ
る
。

神
戸
大
学
在
識
中
に
非
常
勤
講
師
と
し
て
次
の
諸
大
学
に
出
講
す
。

法
政
大
学
文
学
部

東
京
都
立
大
学
文
学
部

同
志
社
大
学
文
学
部

京
都
女
子
大
学

4
月
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八
年
譜
後
記
＞

出
自
に
関
し
て
。

祖
父
猪
野
忠
敬
（
久
米
部
正
親
、
一
名
沖
見
）
は
元
新
撰
組
隊
員
。
維

新
後
、
晩
年
は
仙
台
市
に
隠
棲
、
日
本
画
を
描
ぎ
て
生
計
を
立
つ
。
（
『
日

本
文
学
の
遠
近
II
』
所
収
の
「
11

八
丈
島
共
和
国
“
へ
の
夢
ー
一
無
名
新
撰

組
隊
士
の
人
生
」
に
詳
し
。
）

父
は
山
形
県
米
沢
市
外
成
島
村
の
中
農
の
次
男
。
陸
軍
幼
年
学
校
、
士

官
学
校
を
出
て
陸
軍
軍
人
と
な
り
、
忠
敬
の
養
子
と
な
る
。
肺
結
核
の
た

め
陸
軍
大
尉
で
退
職
、
大
正
一
五
年
三
七
オ
で
死
す
。

母
は
も
と
彦
根
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
、
そ
の
父
は
仙
台
の
鉄
道
官
吏
゜

宮
城
県
立
第
一
高
女
を
卒
業
。
画
オ
あ
り
た
り
。
大
正
六
年
二
五
オ
で
早

逝。
父
死
去
後
は
母
方
の
祖
母
、
叔
父
等
の
世
話
に
な
っ
て
成
人
す
。
小
学

校
は
仙
台
市
上
杉
山
通
小
学
校
、
群
馬
県
高
崎
市
南
小
学
校
、
東
京
市
麹

町
区
永
田
町
小
学
校
、
東
京
府
豊
多
摩
郡
井
荻
村
桃
井
小
学
校
、
同
北
多

摩
郡
深
大
寺
小
学
校
を
転
々
す
。

一
高
在
学
中
は
三
年
間
寮
生
活
を
送
り
、
大
学
入
学
後
は
日
本
橋
区
蠣

殻
町
（
水
天
宮
裏
）
の
叔
父
の
も
と
で
過
す
。
友
人
立
原
道
造
の
家
（
同

区
橘
町
）
の
近
く
で
あ
っ
た
。

師
友
そ
の
他
に
関
し
て

中
学
時
代
に
は
、
近
藤
忠
義
（
の
ち
東
京
音
楽
学
校
、
法
政
大
学
等
の

教
授
、
国
文
学
者
）
、
安
藤
一
郎
（
の
ち
東
京
外
大
教
授
、
英
文
学
者
、

詩
人
）
等
の
諸
先
生
か
ら
文
学
的
感
化
を
受
く
。

高
校
に
入
っ
て
は
二
年
生
の
と
ぎ
寄
宿
寮
の
図
書
委
員
と
な
り
寮
の
図

書
室
に
購
入
せ
る
新
刊
書
の
紹
介
的
書
評
（
大
森
義
太
郎
「
唯
物
弁
証
法

読
本
」
、
須
井
一
「
清
水
焼
風
景
」
そ
の
他
）
を
、
「
向
陵
時
報
」
と
い
う

学
内
の
新
聞
に
載
せ
た
の
が
、
も
の
を
書
き
は
じ
め
た
き
っ
か
け
と
な
る
。

そ
れ
が
縁
と
な
っ
て
か
、
杉
浦
明
平
、
立
原
道
造
、
生
田
勉
ら
の
前
委
員

か
ら
、
文
芸
部
委
員
に
な
る
よ
う
勧
誘
を
受
け
た
が
そ
の
任
に
非
ず
と
し

て
断
わ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
が
刺
激
と
な
り
、
＿
―
-
年
生
の
と
き
（
昭
和

八
年
）
の
「
校
友
会
雑
誌
」
に
二
篇
の
短
篇
小
説
と
当
時
大
島
の
三
原
山

噴
火
口
に
投
身
自
殺
し
た
友
人
武
田
昌
人
の
追
悼
文
を
書
く
。

大
学
に
入
る
と
同
時
に
、
高
校
時
代
同
学
年
だ
っ
た
立
原
道
造
、
江
頭

彦
造
、
並
び
に
江
頭
の
友
人
で
福
岡
高
校
出
身
の
沢
西
健
と
同
人
雑
誌

「
偽
画
」
を
は
じ
め
る
。
―
―
一
号
で
廃
刊
と
し
た
が
、
つ
づ
い
て
、
杉
浦
明

乎
（
一
年
上
級
生
、
他
は
同
学
年
）
、
寺
田
透
、
立
原
道
造
、
そ
の
他
と

と
も
に
「
未
成
年
」
を
発
刊
、
立
原
は
昭
和
一
四
年
に
病
死
、
沢
西
は
南

方
の
戦
線
で
戦
死
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
文
学
上
の
交
友
は
今
日
な
お
つ
づ

い
て
い
る
。
ま
た
、
杉
浦
の
紹
介
で
知
っ
た
田
宮
虎
彦
ら
と
も
親
交
が
つ

づ
い
て
い
る
。

ま
た
文
学
関
係
以
外
で
は
、
高
校
時
代
か
ら
丸
山
真
男
や
塙
作
楽
（
現

在
茨
城
県
歴
史
館
勤
務
の
歴
史
学
者
兼
作
家
）
そ
の
他
と
も
親
し
く
、
丸

山
と
は
宮
城
・
福
島
県
境
の
小
さ
な
禅
寺
に
一
カ
月
余
も
と
も
に
暮
し
た

こ
と
が
あ
る
。
（
『
日
本
文
学
の
遠
近
II
』
所
収
の
「
ニ
・
ニ
六
前
夜
の
青

春
」
そ
の
他
に
や
や
詳
し
。
）

国
文
学
関
係
で
は
、
戦
後
、
中
学
時
代
の
旧
師
近
藤
忠
義
氏
と
、
そ
の

紹
介
に
よ
っ
て
知
っ
た
永
稲
安
明
氏
や
西
郷
信
網
、
広
末
保
氏
ら
と
日
本

文
学
協
会
な
ど
を
中
心
に
研
究
活
動
を
行
う
。
近
代
文
学
研
究
の
領
域
で
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は
、
と
く
に
稲
垣
達
郎
、
瀬
沼
茂
棚
、
川
副
国
基
、
柳
田
泉
、
勝
本
清
一

郎
ら
諸
先
学
の
厚
誼
を
得
た
。
．
．
．
．

大
学
で
は
藤
村
作
、
久
松
潜
一
、
橋
本
進
吉
、
池
田
亀
鑑
そ
の
他
の
諸

師
に
学
ん
だ
が
、
怠
惰
な
学
生
で
研
究
室
な
ど
に
は
ほ
と
ん
ど
寄
り
つ
か

な
か
っ
た
。

な
お
、
戦
後
は
学
生
時
代
か
ら
の
友
人
杉
浦
や
寺
田
や
丸
山
の
ほ
か
、

野
間
宏
、
木
下
順
二
、
瓜
生
忠
夫
ら
と
も
交
わ
り
、
岡
本
太
郎
そ
の
他
を

加
え
た
「
未
来
の
会
」
と
い
う
集
ま
り
も
数
年
に
わ
た
っ
て
も
っ
た
。

神
戸
大
学
で
は
、
東
京
で
す
で
に
相
知
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
小

島
輝
正
の
ほ
か
、
永
積
安
明
、
島
田
勇
雄
、
藤
岡
忠
美
ら
国
文
科
の
諸
氏

だ
け
で
な
く
、
哲
学
者
の
清
水
正
徳
、
橋
本
峰
雄
、
井
上
庄
七
、
東
洋
史

学
者
の
岩
見
宏
、
西
洋
史
の
市
川
承
八
郎
、
社
会
学
の
杉
之
原
寿
一
、
中

国
学
の
山
ロ
一
郎
、
英
文
学
の
宮
崎
芳
三
、
西
洋
美
術
史
の
池
上
忠
治
、

そ
の
他
他
部
門
に
多
く
の
友
人
を
も
ち
、
並
々
な
ら
ぬ
人
間
的
、
学
問
的

な
感
化
を
受
け
た
。
二
十
年
来
の
卒
業
生
諸
氏
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

さ
ら
に
協
同
の
雑
誌
や
講
座
の
編
集
の
仕
事
な
ど
で
知
遇
を
得
た
竹
内

好
、
桑
原
武
夫
、
中
野
好
夫
ら
の
諸
先
学
の
学
恩
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

注
こ
の
年
譜
後
記
は
、
綱
集
者
の
要
望
に
よ
っ
て
猪
野
先
生
御
自
身
が
走
り

書
き
さ
れ
た
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
清
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
尾
末
）
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